
も違っている。(高桑五六)

ポイラきゅうすいそうち ポイラ給水装置 (蒸気後関車の)

(英) boiler feeding device 蒸気軽量関車のポイラにポイラ水を

布自給する裟i位。以前は桜関車の主E動部分から連動する給水ポy

プによって給水していたが， 1858 年にイ ソゼタタが発明されて

から ， ポンプより故障が少なく，検修に便利で停車中でも送水

ができ，ポγプによるより給水温度が高いなどの利点があるの

で，専らこれが用いられるようになった。その後蒸気動給水ポ

γプに より， ・給水加熱装置によ っ て，排気の際熱を利用して

給水を加熱するようになった。この場合給水温度をイ γゼクタ

によるより;問視とすることができ燃料の節約と なり，ポイラの

蒸発力を期大しかっポイ ラの保守にもよいので， 近時は給水力日

IKI 名 称 照 号 名 称

1 ポイラ本体 2, 煙 笑

1, ポイラ RI'l 2, 煙室戸

大煙管および小煙管 3 過熱装世

1, 内火室 3, 過熱管

外火室 3, 管寄せ

た き 口 4 加減弁装置

1. 蒸気 ドーム 5 動力火絡子装置

2 煙 室 6 灰箱装置

2, 煙 室胴 7 れんがア ー チ

の 名 称

ポイラきゅう

熱装置を併用した蒸気動給水ポγプとインゼP ;9の両方が装備

され， 主として給気巡転11寺その他1Jn熱球に加熱効果のあるとき

は給水ポンプを，そのほかのときはイ γゼタタを使用する。燦

l羽Iliポイラには 2 伽iの独立した給水器を備えなければな らない

ことにな っ ており，国鉄験関車ポイ ラの給水装位の一例は図司 l

のとおり で， 給水ポ γプ(2)およびイ γセ:tl .9 ( I )を併有 している。

インゼタタは球気の有する熱エ不ノレギを速度に変えて水に与

え， さらにこのエネノレキ・を水の圧力に変えてポイラ圧に打勝っ

て給水する。リフチング式とノ ン リフチ γグ式があり， リフチ

ングインゼクタは水タゾクの水面より高所にイ γゼクタを取付

ける方法で，インゼP .9まで水を吸い上げてからポイラに注水

する。 ノンリフチングインゼタタはタ ンクの水面より低所にイ
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ポイラ安全弁

ポイラ内符裟担

ポイヲおおい

蒸気分間a~n

水 ññ ~.十

" 保護わ く

自動たき口戸

吹出し弁装置

祢
ンゼクタを取付ける方式で，

F ソ F の水はインゼクタに

自重によって流入し， この

場合イ γセ'クタはポイラに

注水する作用のみをする。

寒冷地においてはイソゼク

タの凍結紡止上運転室内に

装備するためリフ チング式

を用い，炎熱地ではタン ク

の水温が上り吸い上げが閤




